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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月25日(2009.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象においてアルツハイマー病の非存在を決定するための方法であって、
　ａ）対象に由来する細胞をアミロイドβペプチドと接触させることと；
　ｂ）前記接触ステップが前記細胞においてアルツハイマー病表現型を誘導するかどうか
を決定することとを含んでなり；
　前記接触ステップによりアルツハイマー病表現型が誘導される場合、前記対象における
アルツハイマー病の非存在が示されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記アミロイドβペプチドと共にインキュベートする
ことにより前記細胞におけるアルツハイマー病表現型に有意な変化が生じない場合、前記
対象におけるアルツハイマー病の存在が示される方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記アミロイドβペプチドはＡβ（１-４２）である
方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記細胞をプロテインキナーゼＣ活性化因子と接触さ
せることをさらに含んでなる方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記プロテインキナーゼＣ活性化因子は、ブラジキニ
ン、ブリオスタチン、ボンベシン、コレシストキニン、トロンビン、プロスタグランジン
Ｆ２αおよびバソプレッシンからなる群より選択される方法。
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【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記細胞は末梢細胞である方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記細胞は線維芽細胞、唾液、血液、尿、皮膚細胞、
頬粘膜細胞および脳脊髄液からなる群より選択される方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、インビトロ試験を含んでなる方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、アルツハイマー病に特異的な分子生物マーカーの値が
０より大きい正の値である場合に、前記細胞において前記アルツハイマー病表現型が誘導
される方法。
【請求項１０】
　対象においてアルツハイマー病の非存在を決定するための方法であって、
　ａ）対象に由来する細胞をＡβ（１-４２）と接触させることと；
　ｂ）前記細胞をブラジキニンと接触させることと；
　ｃ）アルツハイマー病に特異的な分子生物マーカーの値を測定することと
を含んでなり、前記アルツハイマー病に特異的な分子生物マーカーが０より大きい正の値
である場合に、前記対象におけるアルツハイマー病の非存在が示される方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、前記Ａβ（１-４２）と共にインキュベートするこ
とにより前記細胞におけるアルツハイマー病表現型に有意な変化を生じない場合に、前記
対象におけるアルツハイマー病の存在が示される方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法であって、前記細胞は末梢細胞である方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法であって、前記細胞は、線維芽細胞、唾液、血液、尿、皮膚細
胞、頬粘膜細胞および脳脊髄液からなる群より選択される方法。
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